
 

 
平 成 ２ ４ 年  ６ 月 １ ９ 日 
揖 斐 川 町          
国土交通省越美山系砂防事務所 
岐  阜  県 

 
 

 
 

揖斐川町坂内地区で土砂災害防災訓練と防災講演会を実施します 

～ 土砂災害に備え坂内地区で住民参加の防災訓練 ～ 
 
 
１．内 容 

6 月 1 日～30 日は土砂災害防止月間（資料１）です。 

土砂災害防止月間にあたり、揖斐川町坂内地区において４００人規模の参加者による土砂

災害防災訓練と防災講演会を開催します。 

昭和 50 年８月の集中豪雨で土砂災害が発生した揖斐川町坂内坂本地区の友谷（ともたに）

をはじめ坂内地域全域で、大雨により大規模な土石流発生の危険性が高まったことを想定し、

坂内地域の全住民に対して避難勧告を発令するなどして、土砂災害防災訓練を実施します。

早朝より、宗宮孝生災害対策本部長（揖斐川町長）の指揮のもと、坂内交流センター駐車場

に現地災害対策本部を設置し、坂内全域で７箇所ある各地区避難所や関係機関が連携し、避

難訓練（坂内交流センターへは住民 40 名程度）や、ヘリコプターを使用した救出訓練などの

訓練を住民参加により行います（資料２）。 

また、訓練終了後に、坂内交流センター内で、越美山系砂防事務所長 佐藤保之（紀伊半

島大水害に TEC-FORCE 隊員として派遣）により「土砂災害から身を守るために（仮題）」を

講演します。 

 

２．実施概要 

実 施 日：平成 24 年 6 月 24 日（日） 午前 7 時 00 分～午前 10 時 30 分(予定) 

訓練会場：揖斐川町坂内交流センター 

実 施 者：主催 揖斐川町 

共催 国土交通省越美山系砂防事務所、岐阜県 
 
３．解禁指定 

なし 
 
４．取 材 
   大雨等の気象状況で中止となる場合があります。 

中止等の確認は「揖斐川町総務部総務課長」にお願いします。 
 
５．配布先(順不同) 

  大垣市政記者クラブ、中日新聞揖斐川通信部、岐阜新聞揖斐支局、建通新聞 

 （問い合わせ先） 

 揖斐川町 総務部   総務課長      今枝文雄  TEL 0585-22-2111（代）
国土交通省越美山系砂防事務所 副所長(技術)大塚康司 TEL 0585-22-2161（代）

            調査・品質確保課長 白木久也 
岐阜県揖斐土木事務所 河川砂防課長    足立博義 TEL 0585-23-1111（代）

 
 
 
 



 

 
【土砂災害防止月間】                     （資料１） 
 

国土交通省と各都道府県では、昭和５８年から毎年６月を「土砂災害防止月間」として、
土砂災害の防止と被害の軽減を図るための各種活動を全国で実施しています。  我が国
は、急峻な山地や谷地、崖地が多く、地震や火山活動も活発である等の国土条件に加え、
台風や豪雨に見舞われやすい気象条件であるため、土砂災害が発生しやすい環境にあり、
平均で毎年約 1,000 件の土砂災害が発生しています。 

平成２３年は、東日本大震災や台風第１２号を始め地震や豪雨などにより、全国各地で
1,422 件の土砂災害が発生し、72 名の尊い人命が失われました。 

特に、台風第１２号により紀伊半島では、山間地を中心に深層崩壊や土石流が多発して
おり、避難の必要性を感じた時には道路が通行止めになっているなど、警戒避難体制のさ
らなる取り組みが必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 24 年度 土砂災害防止月間ポスター



 

 

 

時間 項  目 備   考 

7：00 
訓練開始 

大雨洪水警報発表 
警報待機体制（第 1 次体制）をとる。 

7：10 土砂災害警戒情報発表 県防災課より土砂災害警戒情報を受領する。 

7：15 災害対策本部、支部設置 
本庁 3 階防災対策本部室に災害対策本部を設置す

る。坂内振興事務所に災害対策支部を設置する。 

7：25 避難勧告発令（災害対策本部） 

揖斐土木事務所の助言を受け避難勧告を発令す

る。 

坂内地区住民に対して音声告知放送を行う。 

7：30 住民避難開始 住民が各地域の避難所に避難を始める。 

7：35 要援護者搬送訓練 

各地区の自主防災組織により要援護者を避難所ま

で搬送する。消防団･女性防火クラブにも応援依頼

する。 

7：45 
現地災害対策本部設置のための移

動訓練 

現地災害対策本部を坂内交流センターに設置する

ことを決定し、移動を開始する。 

8：00 
住民避難完了 

避難所開設訓練 

災害対策支部において住民の避難状況を把握す

る。 

坂内交流センターへ移動し、避難所を開設する。 

8：15 
現地災害対策本部設置 

避難状況最終報告 

現地災害対策本部を坂内交流センター駐車場に設

置する。住民避難状況の報告を受ける。 

8：20 応急手当訓練 
坂内国保診療所が中心となり避難所に救護所を開

設し、負傷した住民等の応急手当を行う。 

8：25 非常食炊き出し訓練 
赤十字奉仕団による非常食炊き出し訓練を実施す

る。 

8：30 土嚢設置訓練 坂内地区消防団により土嚢設置訓練を実施する。 

8：35 救援物資搬送訓練 
揖斐川町消防団久瀬分団により、救援物資搬送訓

練を実施する。 

8：40 土砂除去訓練 
揖斐川町災害救援ボランティアにより、土砂除去

訓練を実施する。 

8：50 揖斐郡消防組合による救出訓練 揖斐郡消防組合による救出訓練を実施する。 

9：00 防災ヘリによる救助訓練 
岐阜県防災航空隊（防災ヘリ）による救助搬送訓

練を実施する。 

9：20 交流センター内ホールへ移動 ～9：30 まで休憩。 

9：30 終了式 主催者・共催者挨拶。来賓祝辞。 

9：50 防災講演会（約 30 分） 国土交通省越美山系砂防事務所長による講演会。 

10：20 防災講演会終了 坂内地区行政推進員会長挨拶。 

10：30 解散 炊き出しを受け取って解散。 

訓練スケジュール                        （資料２）


